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Self-introduction





私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





子どもたちの困難さって‥



https://hugkum.sho.jp/62831

読み書き障害
（dyslexia）

聴覚情報処理障害
（APD）

反抗挑戦性障害
（ODD）

敏感・繊細
（HSC）

Youtube

タブレット
スマホ

スマホ子育て



何故か読めます！！

勝手読みには、語彙力が最低限必要ですよね！ 
↕ 

語彙力がなければ読めない！



기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?

練習すれば読めますか？　書けますか？　

読めなければ、素早く書けません 
↕ 

何度書いてもテストでは書けない 

視写・模写では時間の無駄では？！

書くのが遅いからって 
ICTでは手書きよりも遅くなるのでは？！



文字のアウトプット 

（なぞり書き・模写・視写‥の学習の大前提は 
読めなければ書けません）

音声入力(300-350字） 
⇓ 
日本語かな（五十音かな） 
⇓ 
フリック(200字） 
⇓ 
ローマ字入力(150字） 
⇓ 
紙に書く(50字）

何故か逆アプローチが多い

指導者が学んだ順番だから・・

使えない場面がある

スピード出ない！

使えないデバイスがある

紙に書かなければ行けない場面



出来ない・苦手の 
壁の越え方



13

9～17歳までの子どもの64％がAIを使用しており35％が「友達と話しているような感覚」と回
答、12％は「他に話せる人がいないためAIと会話している」と回答

https://gigazine.net/news/20250715-children-turn-ai-chatbots-friends/

https://gigazine.net/news/20250715-children-turn-ai-chatbots-friends/


「英語習得への近道が開かれた」AI革命の到来…ChatGPTで英
語学習を10倍効率化する方法

ChatGPTは、自然言語での対話が得意 

英語学習について言えば、ChatGPTがリリースされてすぐ、自然言語での対話が得意
なことから、特に英語学習に使うと相性が良さそうだと英語指導者の間で話題になり
ました。実際に英語学習に使ってみると、さまざまな方法で活用できることがわかり
ます。 

ChatGPTは英語の指導方法を変え、学習者の独学を効率的にし、教材の自作を可能に
します。ChatGPTの活用が広がるにつれて、英語学習は、これまでとはすっかり形を
変えていくでしょう。英語習得に近道はないと言われてきましたが、私は今では
「ChatGPTを活用することが英語習得の近道」と断言できます。

https://news.yahoo.co.jp/articles/48da69712624cf848c0004a7ffd6941dfa63611c

https://news.yahoo.co.jp/articles/48da69712624cf848c0004a7ffd6941dfa63611c


https://news.yahoo.co.jp/articles/0eb7f93e7252ad23bbe679e3ce0288ea09576fb3

https://news.yahoo.co.jp/articles/0eb7f93e7252ad23bbe679e3ce0288ea09576fb3






文字の必要性 
ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス

5～６歳ぐらい

2～3歳ぐらい

2～3歳ぐらい

5～６歳ぐらい



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

学習の壁（困り）の超え方

医療モデル

社会モデル



児童・生徒の年齢に合わせて、さまざまな方法を組み合わせた支援を行っていく必
要があります。
　基本的に、年齢が小さい場合には、「できないことをできるようにする」という
ボトムアップの支援が中心
読み書きが困難、という状況に対して、その子どもが身につけやすい方法を探し、
練習を積み重ねて、スムーズにできるようにする方法です。
　その一方で、年齢が上がってくると、学校で学ぶ知識も多くなってきますので、
困難を抱えながらも、なるべくハンディキャップを背負わずにすむよう、さまざま
なツールを使いこなす練習も必要になってきます。
そのような補助代替ツールとしては、タブレットやスマートフォンでのメモ入力や
カメラ機能、音声認識アプリ・録音機能、電卓などが、大人になっても活用しやす
いものとして挙げられると思います。
　ボトムアップの支援を続けながら、さまざまなツールの活用方法も学び、自分に
合った方法を探す練習を行っていけると、児童・生徒が、自分にとって必要な支援
を理解し、将来的には自分から他者の援助を得られるようにしていくための手助け
ができると思います。

ツール（手段）の選択肢を一つでも多く獲得 
如何にして学習のスタートを揃えるか 



1、2年生 
　スローラーナー（早生まれ）もいるので 
　丁寧にボトムアップの指導 
3年生中頃～4年 
　トップダウンの代替策を徐々に取り入れる 
　4年生になって頑張れ！は止める 
　　　　　　⇓ 
　不登校につながっていくだけ 

個に応じたツールは沢山ある

竹田 契一先生の研修より



1年生 
早期の見立てから早期支援へ 
様々なサインに気づく



みんな一緒
早期支援の必要な児童に気づく

医療モデル

踏み台の必要な子に気づく



ADHD・ASD・DCD 
見過ごされがちな 
LD・APD・HSC 
に目を向ける



LD　読み簡単アセスメント 

ことばの分解・結合 
　真ん中の文字を抜く　　さかな　⇒　さな 
音韻認識力の弱さ 
　スパゲ ッティ　⇒　スタベッキィ 
逆さ言葉 
　3,4文字逆さに言う　　　さかな　⇒　なかさ 
無意味語 
　でねもおきぶ・・



２年生 
苦手さはどこから来るのか？ 

アセスメント 
検査よりも観察



アセスメント
苦手さがどこから来るのか？

医療モデル

何故、超えられないのか？！
腕力？　足が短い？　こわがり？



アセスメントと支援に活用

文字
　フォント・サイズ・太さ・色・・
　縦書き・横書き
　行間・罫線
カラー反転・モノトーン
明るさ
挿絵無し（不要情報の削除）
ルビ振り・分かち書き
音声読上げ（肉声・機械読上げ）



授業時間中　座れない
静かにできない
片付けができない
文字の習得が遅い
書くことが苦手
読むことが苦手
作業が苦手
指示が通らない
時間がかかる
集団行動が苦手
…

何故にあたりをつける 



３年生 
学びを諦める前に 

個に応じた学び方を模索



ツールを試す
どの方法がその子に合うのか
選択肢の提示・体験

医療モデル＋社会モデル

回り道でも超えられるに気づく
自転車？　走る？　歩く？



個に応じた配慮を見つけ出す



困りを補完するICTの活用の試用
個に応じた学び方を見つける

読みの困難
　聴覚情報にすれば分かる？
　ルビ振りをすれば分かる？
　色・フォント・行間などの変更で読見やすい？
　⋯
書きの困難
　音声入力であれば文字の出力できる？
　どんな入力方法が早い？
　紙に書くこともできるようになりたい？
　⋯



４年生 
自分にあった学び方を習得 

段階的な実践



ツールを試す
どの方法がその子に合うのか
選択肢の提示・体験

医療モデル＋社会モデル

回り道でも超えられるに気づく
自転車？　走る？　歩く？



⇐Next GIGA

❌ツールを平等 
⭕学びを平等　



ICT機器の活用は楽でなく不便を理解する

１．活用法を全員で体験する（読み書き等）
　（情報の授業など　便利さを理解する）

２．一定期間、子どもたちに手法を自由選択
　　教科書を読む・音声教材を利用する
　　ノートに書く・タブレットでノートテイク

（面倒くささに気づく）
（ツールの選択は教員ではなく児童生徒）

３．児童生徒が、場面に応じてツールを選択
（困りに応じてツールを変えると便利に気づく）

（ツールの便利さは人それぞれ）
（パレートの法則通りに収束する）



５・６年生 
学び方の違いを実践 

実績作り



出来るを積み上げる

中学校へ実績をつなげる

医療モデル＋社会モデル 
合理的配慮

回り道でも超えられるに気づく 
水たまり・砂利道ではできる？



個に応じた配慮を見つけ出す 
配慮実績を中学校へ送る



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！（授業のUD化）

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・

社会モデル 
UD授業・教育

授業が変われば困りは無くなる？！



支援者の負荷が 
増えると（頑張れば） 

⇓ 
子どもたちの負荷は 
減る（楽になる）

設備のUD　  ⇒　　学び方のUD 
　　　　　　　　　  Win-Win

基礎的環境整備

⇓



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない

社会モデル 
インクルーシブ

子どもたちの特性を
活かす！！



出来ない・苦手の 
壁の越え方



⭐⭐カメラのLiveをOffにしておきます



⭐⭐コントロールセンターにコードスキャンを追加



アクセシビリティ（読上げコンテンツ）

設定⇒アクセシビリティ⇒読み上げコンテンツ1⃣

長押しで範囲選択して読上げたい時

画面すべてを読上げたい時

読んでいる個所をハイライト表示

読上げが間違える場合登録

読上げ速度



キーボードの追加

1、設定→一般→キーボード 

2、キーボード→新しいキーボードの追加 

3、日本語 

4、かな入力をタップ 

5、完了



読むことに困難がある



https://www.city.ikoma.lg.jp/cmsfiles/contents/0000016/16974/310326_02.pdf

https://www.city.ikoma.lg.jp/cmsfiles/contents/0000016/16974/310326_02.pdf


画面の文字を読み上げて欲しい


（文字を読むのに時間がかかる）

（読んでもらえれば理解できる）

（ネットだけでなく画像も読んで欲しい）

（アクセシビリティ

　読み上げコンテンツ）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある



アクセシビリティ（読上げコンテンツ）

設定⇒アクセシビリティ⇒読み上げコンテンツ1⃣

長押しで範囲選択して読上げたい時

画面すべてを読上げたい時

読んでいる個所をハイライト表示

読上げが間違える場合登録

読上げ速度

体験



画像の文字解析＆読上げ（テキスト認識表示）

プリントや板書を撮影1⃣

マークが画像に表示されればOCR（文字認識）できている画像2⃣

読みたい箇所を長押しで選択3⃣

読上げ4⃣



①　このスライドをカメラで撮影

②　撮った画像の文字を長押しして選択

③　読み上げを選択

体験

毎日の生活のなかでの、ささやかな「やりたいこと」。 
好きな本を読んだり、親しい人とことばを交わしたり、近所
のお店に一人で出かけたり—— 
それは、ちいさなようで、たいせつな想いです。 
そしてそれは、もしかしたら明日はできる「可能性」かもし
れません。 
 
ＩＴ支援機器は、そんな皆さんの見る・聞く・話す・覚える
などのはたらきをお手伝いする、くらしのパートナーです。 
毎日の「できること」を広げるため、NPO法人支援機器普
及促進協会は、ＩＴ機器の普及に取り組んでいます。



画面表示を大きくして欲しい


（ピンチでは大きく出来ないものがある）

（一部分を拡大して確認しい）


（アクセシビリティ

ズーム機能）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある



アクセシビリティ（ズーム）

設定⇒アクセシビリティ⇒ズーム⇒ズーム機能＝ON1⃣

（無線マウスなどの接続時に便利）

（拡大方法の選択）
（フィルターの選択）

（テレビに投影時に反映する）

（拡大率）



画面の色合いや明るさの調整がしたい


（文字の太さやサイズを変更したい）

（画面のコントラスト・フィルターをかけたい）

（画面の色を反転させたい）

（アクセシビリティ

画面表示とテキストサイズ）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある



アクセシビリティ（画面表示とテキストサイズ）

設定⇒アクセシビリティ⇒画面表示とテキストサイズ1⃣

（必要項目を適時設定する）



読むことに困難がある

画面表示がまぶしい


（カラーフィルタ）




ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）


＊設定方法は次頁



Furigana  をダウンロード

以下の手順で試して下さい 

1⃣

2⃣ Safariで見たいサイトを閲覧（京都府教育委員会）


3⃣ 画面右上の

を選択

下へスクロール


4⃣ 注意：キャッシュ上だけでふりがなをつけていますので

　　　ふりがなが消えたときには再度3⃣の処理をしてください


注意２：ふりがな表示の状態で音声読み上げを行うと

　　　漢字部分をルビと２度読みになりますので注意が必要　



板書や紙文書にルビ振りがしたい


（手書きでルビ振りの支援が得にくい）

（未学習の漢字のみにルビ振りがして欲しい）

（板書を画像保存していても漢字が読めない）


読むことに困難がある

ふりがなPDF

（うまくルビ振りされない

　ことがあります）


＊設定方法は次頁



ふりがなPDF  をダウンロード

ふりがなPDFアプリの活用方法

1⃣

2⃣ ふりがなPDF　を起動


3⃣ 画面右上の +

⇒画面右下　保存

⇒撮影⇒　画面右下　スキャンを保持


4⃣

注意：縦書き・横書きが混じっている文書はルビ振りがうまく

　　　いかない事があります

ルビ振りされた画像左下

フリガナのサイズ・オフセット（漢字との位置関係）・

フィルタリング（漢字の学年設定）などの調整を行う



音声教材
発達障害等により、通常の検定教科書では一般的に使用される文字や 
図形等を認識することが困難な児童生徒に向けた教材で、パソコンや 
タブレット等の端末を活用して学習するものです。 
発達障害等、障害により紙の教科書を読むことが困難な児童生徒は、 
音声教材の提供を受けることが可能です。 
また、令和6年7月19日より、日本語指導が必要な児童生徒も 
音声教材の提供を受けることが可能となりました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm

文部科学省では音声教材の製作についての委託調査研究を実施しており、令和7年度には六つの団体が音声教材を製作し、必要な児童生徒に
対して原則として無償で提供しています。 

• 日本障害者リハビリテーション協会「マルチメディアデイジー教科書」（日本障害者リハビリテーション協会ホームページにリンク） 
• 東京大学先端科学技術研究センター「Access Reading」（東京大学先端科学技術研究センターホームページにリンク） 
• NPO法人エッジ「音声教材BEAM」（NPO法人エッジホームページにリンク） 
• 茨城大学「ペンでタッチすると読める音声付教科書」（茨城大学ホームページにリンク） 
• 広島大学「文字・画像付き音声教材」（広島大学ホームページにリンク） 
• 愛媛大学教育学部「愛媛大学UNLOCK」（愛媛大学ホームページにリンク） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm


音声教材：機械読みではなく、肉声で読み上げをして欲しい


（ブラウザで手軽に使いたい）

（申請を簡単に行いたい）

（中高生の教科書も使いたい）


読むことに困難がある

デイジー教科書

（比較的操作が簡単

　申請が簡単）


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html


体験

10025
12345678

①　QRコードをスキャン 
②　ID,パスワード　を入力 
③　使ってみて下さい



音声読み上げを必要とする際には、イヤホンなどの

利用をおすすめします



音声教材：読むだけでなく書き込みもしたい


（教科書にチェックするような課題時に音声教材は不便）

（自分でプリントなどを追加したい）

（文字の拡大率が一番大きい）


読むことに困難がある

UDブラウザ

（書き込みモードと読み上げ

　モードの切替が可能

　頁呼び出し・書き込み

　オリジナル書籍作成可能）


＊設定方法は次頁



音声教材：Word文書も読み上げたい


（行間、カラー、フォントなど個に合わせた設定をしたい）

（docxワードファイルかePub電子書籍ファイルが選択）

（読むときに不要な情報に目が行ってしまう）


読むことに困難がある

AccessReading

（Word形式⇒Wordで閲覧

　ePub形式⇒ブックアプリ

　の２タイプから選択）


＊設定方法は次頁



音声教材：文字情報なしで音声のみで良い


（紙の教科書を見ながら音声のみ聞きたい）

（移動時間などにスマホでも聞きたい）

（iPad以外が自宅にはない）


読むことに困難がある

BEAM

（mp3音楽ファイルなので

　デバイスに依存しない

　聴覚情報のみで良い場合

　には便利）


＊設定方法は次頁



音声教材：肉声に近い読み上げをして欲しい


（目立たない方法で音声読み上げをしたい）

（紙の教科書に音声呼び出しシールを貼りVOCAPENで）

（音声データ・テキストのみをiPadにインストールする）


読むことに困難がある

UNLOCK

（専用VOCAPENで

　音声読み上げ

　iPadでテキスト

　iPadで音声

　利用方法が多様）

＊設定方法は次頁



書くことに困難がある



「書字指導アラカルト」 　　著　笹田　哲　より



鉛筆などの操作



書くことに困難がある
音声入力をしたい（一定の漢字が習得できている）


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字変換をしても良い）


（日本語で音声入力をする際

にはキーボードが日本語入力

モードにしておく事が必要）


＊設定方法は次頁

音声入力



①　メモアプリ　　を開く

②　音声入力の体験音声入力の使い方

文字入力する際に、キーボードのマイクボタンを押して音声入力開始

入力が間違えている場合は、気がついた時点で修正しながら

音声を続けます


＊授業中に使用する場合には、マイクを接続すれば小声でも

入力が可能

（支援課で体験貸出あり）

体験

＊日本語での音声入力時には日本語キーボードになっていること

外付けキーボードの場合（一番上のマイクボタンを押す）


スクリーンキーボードの場合

　　　　　　（日本語の状態で画面左下のマイクをタップ）


新規作成



書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かなキーボード



キーボードの追加

設定⇒一般⇒キーボード⇒新しいキーボードの追加

⇒日本語⇒かな入力　をタップする

（キーボードの切り替えは地球儀マークを長押し又はタップ）

1⃣

体験



書くことに困難がある
日本語かな（フリック）キーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（五十音ではスピードがでない）

（スマホでも活用できるスキルを習得したい）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かな（フリック） 
キーボード



日本語かな（フリック）　キーボード

日本語かなキーボードを選択1⃣

日本語かなキーボードをピンチイン

（日本指でつまむような動作）

2⃣

日本語かなキーボードを下に戻す

（日本指で広げるような動作）

3⃣

体験



書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード



（キーボードの切り替えは地球儀マークを長押し又はタップ）

指で書いてみて下さい

（２学期からはスタイラスペンが配布されます）

1⃣

体験



書くことに困難がある

文字入力の処理速度を少しでも早くしたい


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力に時間がかかる）


特に自分の氏名や地名 
などよく使う単語は登録して 
おくことで負担はかなり下がる


＊設定方法は次頁

ユーザー辞書



音声入力の設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒一般⇒キーボード⇒キーボード⇒ユーザ辞書


編集時

（画面下）編集

追加時

（画面上）＋



書くことに困難がある
文字がまだ定着していない


（文字を書くことに時間がかかる）

（似たような文字を間違える）

（日本語かなキーボードも間違えることがある）


文字を選択する度に音が鳴る 
また、漢字の選択肢を選択する 
度に読み方が鳴る 
文字と音を一致させていき、 
定着を図る


＊設定方法は次頁

タイプ入力フィードバック



タイプ入力フィードバックの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒アクセシビリティ⇒読み上げコンテンツ⇒

対応入力フィードバック⇒

（ひらがな・カタカナの習得に課題）⇒文字⇒On

（漢字の習得に課題）⇒単語を読み上げる⇒On



書くことに困難がある
撮影したワークシートに入力したい


（紙に書くことが難しい）

（キーボード、手書きなどで追記したい）

（数学などキーボードでは入力が難しい）


ワークシート画像に手書きで 
回答 
または、キーボード入力


＊設定方法は次頁

マークアップ



①　このスライドをカメラで撮影

②　撮った画像の画面下　　　　　　をタップ

③　次画面の右上　　　　　　　　　をタップ

体験



マークアップの使い方

1⃣ （撮影した）画像を開く⇒（画面下）

2⃣ （撮影した）画像を開く⇒（画面上）

スクリブル
マーカー

ペン

消しゴム

投げ縄
範囲選択

定規
直線を引く

カラーパレット

その他ツール

設定

鉛筆

＊画像をピンチアウト（２本指で開く）と

　小さな所にも書きやすくなります



マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Split View 
　２画面分割 

＊設定方法は次頁

Split View 



Slpit View   Slide Overの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒マルチタスクとジェスチャ

⇒Splot ViewとSlide Over⇒チェック


Split View

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ

⇒機能を選択



マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Slide Over

　複数アプリを細長く起動


＊設定方法は次頁

Slide Over



Slpit View   Slide Overの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒マルチタスクとジェスチャ

⇒Splot ViewとSlide Over⇒チェック


Slide Over

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ

⇒機能を選択



キーボード入力より便利（テキスト認識⇒Drag&Drop）

1⃣ プリントor板書を撮影

2⃣ アプリ画面の中心上・・・　をタップ⇒Split View

3⃣ ノートテイクアプリ（メモ、Goodnotes，ロイロetc）を開く

4⃣ 文字入力をしたい箇所を長押しで選択

⇒画像からDragしノートテイクアプリにDrop



書くことに困難がある
音声で指示を録音したい


（紙に書くことが遅い）

（聞くだけでだいたい指示は理解できる）

（後に音声を文字化したい）


音声を文字化することも可能


＊設定方法は次頁

ボイスメモ



書くことに困難がある

UDトーク

音声入力をしたいが、漢字変換をしないでほしい場合


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字が読めない）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


＊設定方法は次頁 https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4


触る（操作する）ことに困難がある



触ることに困難がある
不要な処理をしないようにしたい


（すぐに別のアプリに切り替えてしまう）

（触ってほしくない場所を触ってしまう）

（集中して一つのことに取り組んで欲しい）


子どもたちに触ってほしく 
無い場所（設定や広告‥） 
を無反応にする 
アプリを勝手に終了させたく 
無い場合


＊設定方法は次頁

アクセスガイド

グレーアウトしている 
箇所がタップしても動作しません



アクセスガイドの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒アクセシビリティ⇒アクセスガイド⇒ON

パスコードの設定（トリプルタップで機能のON/OFF時に使用）


2⃣ （初回の使い方）

任意のアプリを起動⇒トリプルタップでアクセスガイドを起動

⇒触ってほしくない箇所を指で囲む⇒（グレーの網掛けになります）

⇒（画面右上の）開始


3⃣ （解除する時）

トリプルタップ⇒（設定した）パスワードを入力

⇒（画面左上の）終了

4⃣ （２回目以降は）トリプルタップだけで同じ設定が起動します

＊各アプリ毎に設定内容が記録されています



触ることに困難がある
必要最低限のアプリのみを表示したい 

（別のアプリアイコンが気になってしまう）

（すっきりアプリを選択たい）

（アプリアイコンが小さくて選択しにくい）


昔のラクラクスマホのように 
最低限必要なアプリのみが 
表示されるように設定します


＊設定方法は次頁

アシスティブアクセス



アシスティブアクセスの設定方法

1⃣ iPad⇒設定⇒アクセシビリティ⇒アシスティブアクセス

表示したいアプリを選択

表示形式を行・グリッドを選択する

機能解除のためのパスコードを設定


2⃣ アシスティブアクセスを開始⇒タップ




不必要なページの非表示不必要なページの非表示 
授業中に不必要なアプリを１画面にまとめて非表示にします

デスクトップ画面表示中に画
面を長押しして、　をタップ
します

非表示にしたい画面のチェッ
クを外します。 
（アプリ自体が削除されるこ
とはありません）



聞くことに困難がある



聞くことに困難がある

UDトーク

聞き取りにくい場合に、リアルタム文字変換して欲しい


（聞き逃しが多い・聞き忘れがある）

（言葉の指示を文字で残したい）

（外国語から（の）同時翻訳が必要）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


＊設定方法は次頁 https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4


計算することに困難がある



メモ＋手書き電卓



記憶することに困難がある



その他の困難さへの活用



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存



まとめ



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



読むのが難しいので音声読み上げ 
聞くだけでは理解しにくいかも・・ 

書くのが難しいのでキーボード入力 
手で書くよりも遅いかも・・ 

手法にこだわない 
アナログとのハイブリッド 
TPOに応じた使い分けが重要

教科や文字量・テストや授業など 
状況に応じた使い分けの力を 
付けることが自立には必要



126

発達障害児（者）の困り

出来ないのではなく苦手！・時間がかかる！ 

　出来ないよりはマシ 

　基本的に不便さは変わらない 

　（ICTで更に不便になるのは論外 

　　算数・数学・古文・・） 

指導者の基準で判断しない！ 

　キーボードの種類 

音声読み上げ・音声入力は読み間違えがあるので使わない 

　テスト・受験等で認められないから授業も不可 

　TPOに応じて使い分けられる選択肢の数が重要 

　　



127

発達障害児（者）の支援

読むことが苦手 
　代読 

分かち書き・色・フォント・行間等の変更 
　スリット板 
　ルビ振り 
　用紙拡大 

書くことが苦手 
　代筆 

用紙拡大 
　自助具　

先生方（第三者）の支援⇒支援者がいなければ解決できない 
タブレットの支援⇒自己解決が可能⇒自立へ近づく＆教員の働き方改革 

個に応じた学び・出来た！やりたい！の実践 
WinWinの実現 



導入が早すぎると
input,outputの選択肢を
狭めてしまうかも・・



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


参考図書







































マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 
2011

魔法のじゅうたん 
2012

魔法のランプ 
2013

魔法のワンド 
2014

魔法の宿題 
2015

東京大学先端科学技術研究センターとソフト
バンクグループは、携帯電話・スマートフォ
ン等の情報端末の活用が障害を持つ子どもた
ちの生活や学習支援に役立つことを目指し
2009年6月から「あきちゃんの魔法のポケッ
トプロジェクト」をスタートしました。 

https://maho-prj.org

魔法の種 
2016

魔法の言葉 
2017

魔法のダイアリー 
2018

魔法のWallet 
2019

魔法のMedicine 
2020

魔法のMeasure 
2021

https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

